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中国山地に分布する新第三系放射能強度　（春城清之助・中沢次郎）

　花嵩岩は中粒の黒雲母花嵩岩またけ閃雲花崩岩に属

し，主として新第三系の北側，東側および南側の基盤を

つくっている。

　これらの両岩は岩質から後述する主井野原・多里の両

地域に見られる白璽紀後期の噴出とされている酸性火成

岩に相当するものと思われる。なお両岩の関係は石英斑

岩中に花歯岩が貫入したものとさ．れている2）。

　2．3．2　新第三系

　本層はこれらの基盤岩を不整合に覆って，南北最大約

4km，東西平均1kmの区域に分布している．

　本層は中国地方山陽側の諸所に分布する備北層群とし

て知られている海成層で，その地質時代は中新世とされ

ている。

　本層は主として礫岩・・砂岩からなり，泥質岩を挾有す

る地層で，全層厚はおよそ80mと推測した。

　一般の走向・傾斜は分布の中心部ではほとんど水平で

あるが，周縁部では中心部に向かう走向・傾斜をもつよ

うで，傾斜は一般に10。内外を示している。ただし荻原

北西方では走向NE－SW，NW落ちの落差10㎡程度

の小断層が推定され・この断層のため，地層はその付近

では若干擾乱をうけて30。内外の傾斜を示す所も見られ

る。

　礫岩は本層の下半部に発達著しく，基底部にはつねに

層厚10m内外の基底礫岩が発達している．礫岩の礫は

亜角礫～円礫の花歯岩・石英斑岩を主体とする基盤岩類

からなっでいる。基底礫岩の礫は一般に大きく，拳大と

き1ヒ庫径2m以上の礫も認められるが上位の礫岩の礫ほ

ど細粒になっている。　　　　　　　　　　　　、

　砂岩は通常細粒～粗粒の青灰色ないし灰色砂岩で，ま

れに凝荻質灰白色砂岩も見られている。また基底礫岩直

上に暗荻色含礫粗粒砂岩（層厚約6m）があって，その

砂岩中にOs診紹σsp，，C醐漉％粥sp・などの貝化石が数多

く産す畜。この砂岩は薄い炭質物をレソズ状に挾有する

など，きわめて特徴を有する砂岩である。また所によっ

ては（荻原北西方）貝化石のほかに大型のSand　pipe

が見られる。

　泥質岩は青灰色ないし暗荻色リシルト岩ないし泥岩で，

おもに本層の上半部に発達している。

　砂岩・泥質岩中から数多くの有孔虫を産し，広島大学

の多井義郎はそれらの有孔虫を研究し，本層を備北層群

　　　　卿多十　〇‘720　－　0025

×616726’，一〃030

葵003／－0035

0　0036－　004〃

◎　グ04ノ　ー　0045

◎　‘2046’一　〇〇50

総，▽＼・一一一

　　　　　てニン分折試料採集位宣

第3図　　島根県邑智郡瑞穂町高原地域放射能強度分布図
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地質調査所月報（第13巻第1号）
と判定されている註2）1

本層中から産出した貝化石などが，現地の高原中学校

で保管ざれているが，産地あるいは標本の不明なものを

除いて，わかったもののみを掲げると下記のとおりで

ある註3、。

Pelecypoda

　／4照面錫4癬o肋40ε％s2s（MAK）

　ノ1κσ44劣αsp．

　p‘zガnOρθ6渉εnんαεσ卿げα7z％s（YOK）

　丑％o卿♂α距s6h為θJ　DANTZENBE奪G　et　FI一『

　SCHER
　Osオ紹α9鋼α∂露θs如YOK．

　Cηzssα加ll露召s　sp，

　Cα劣4」％％2sp・

　Pπ47sp。（NovP）

　2．4　放射能強度

　地域内における放射能強度分布は第3図忙示したよう
’
に
0
． 02～0．07mr／hの強度を示し，岩石別でみると次

の乏おりである。

地　層　名

　Posσn彪ブσρo擁6αno粥％辮ゼOTU：KA

　Pos鰯αsp．
Gastropo（ia

　βα媚α吻鰯卿αづMAK・
　ハ4iegαs％劉6％」σ？　spず

そのほか

　Balanus　sp。？

　Coral　sp。　　　　　　　　　　　　　　、

　Plant　leaves

新第三系
〃

〃

古　　生　　層

岩 石－

泥質岩・細牲砂岩

　粗粒砂岩

　礫　　岩

　花嵩岩

　石英斑岩

　粘板岩

放射能強度
　（mr／h、

0．024～0．03－

0．042～oio7・

0．025～0．07

0．035～0，07

0．031～0．035

0．020～0．025

　すなわち堆積岩中の放射能強度は花闘岩のそれと同じ

か，またはそれ以†である。0．05～0．07；nr／hを示し

た試料10を分析した結果7個は反応なく，3個のみU3

08＝0．001％　（痕跡）を示したが，鉱物は不明である。

　　　　　　3．三i井野原地域

3．て位置および交通

調査地は島根県仁多郡横由町三丼野原にあって，島根

県の東縁・鳥取・広島両県境年接している。

　　o　　　　　　rOOO　　　　　　2000取

地質断．面図
4
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第4図　，島根県仁多郡横田町三井野原地域地質図

註2）　多井義郎談話による。

註3）　広島大学今村外治鑑定による。
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